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1はじめに

ベニナバナは中国長江流域を原産地とするアプラナ科

の植物である。茎や葉柄にアントシアニン色素を含み,

日本においても 1月 から3月 に市場に出ている。アント

シアニンは赤色から紫色までの広い色調を有し,弱酸性

で鮮やかに発色する。一方,中性～アルカリ性において

は無色の構造に変化する。近年,複数のアシル基が結合

することによリアントシアニンが中性条件下においても

発色を維持するメカニズムが解明された。このメカニズ

ムにより,同じアプラナ科の赤キャベツのアントシアニ

ンリυが安定な食用色素として使用されていることから,

ベニナバナの色素も中性で安定的に発色する可能性があ

る。前報 "において,新規物 2種を含む4種 (Bl‐B4)

のアントシアニンを報告した。これらは,赤キャベツア

ントシアニンよりも結合しているアシル基の数が多く,

安定性はさらに高いと推定された。今回,新たにアント

シアニン 1種 (B5)を得たので,構造解析を試みた。

2試験方法

試料は,平成 12年度千葉県産ペニナバナ,湿重量

20kgを用いた。試料を 2% 酢酸水溶液に 10時間浸演

し,固形物をろ別した後,ア ンパーライトXAD 7に 吸

着させた。吸着した成分はメタノールにて溶出し,減圧

下溶媒を留去した後,精製用試料とした。精製は

ODS‐HHLCにて行つた。分離条件は,移動層として A:

5%酢酸水溶液とB: アセトニトリルにて,30分間で B

溶媒を 10%か ら 25%と なるリニアークラジエントを用

いた。分取したフラクションは IIPLCにて純度を確認

した後,減圧下濃結乾固した。乾固した試料はトリフル

オロ酢酸に溶解し,エーテルにて沈澱させ,アントシア

ニンのトリフルオロ酢酸塩として得た
゛
(図 1)。 5種の

アントシアニンの内 Blから B4は前報にて報告したも

のであつたが,最後の B5は前回構造確定に至らなかっ

たものであつた。B5は質量分析,核磁気共鳴スペクト

ル測定より,構造を推定した。
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図2にそのアントシアニン Bl B4の構造と B5の推

定構造を示す。新たに得られたアントシアニン B5は ,

既知のアントシアニン4種と同じアグリコンと糖を有

し,ア シル基のみが異なっていた。アシル基は,マロン

酸と ,‐クマル酸であり、その結合部位は確定できなか

った。しかしながら,現在同一の植物より得られたアシ

ル化アントシアニンは構造の類似性が高く,一連の合成

経路にて作られていると考えられている。従つて,B5

の構造は図2のように推定された。このB5が B2合成

の中間体であるか,B2の分解物かは不明であるが,抽

出前の植物体に含まれていることは確認済みである。

4まとめ

ベニナバナのアントシアニンは主要な 5成分から構成

され、その構造が未決定であつた 05成分について、結

合するアシル基はマロン酸と p‐クマル酸であることを

確認し、その結合位置が推定された。
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図 1 ペニナバナアントシアニンの精製スキーム

81 R, = ferulyl R =sinapyl

82 R' = p-coum8ryl Rr = sinapyl

B3 Rr = ferulyl R =sinapyl

84 Rr = p-coumaryl It = sinapyl

85 R' = p-coumaryl fu=H

図 2 ベニナバナアントシアニンの構造
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